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2025 年度　－開館 90 周年－　展覧会スケジュール

■ 開館時間　AM��:�� ～ PM�:��（最終入館 PM�:��）
■ 休  館  日　月曜日（祝日・振替休日の場合は翌平日）

2025 年 12 月 15 日～ 12026 年 1 月 3 日
■ 観  覧  料　一般 1,600 円、高大生 800 円、小中生 500 円
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徳川美術館開館 90 周年記念
特別展

徳川美術館・蓬左文庫 開館 90 周年記念
夏季特別展

徳川美術館・蓬左文庫 開館 90 周年記念
秋季特別展
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国宝「初音の調度」は、徳川美術館の 1
万件あまりの所蔵品の中でも一際、輝き
を放つ、世界に誇る不朽の名品です。黄
金に輝く精緻で豪華な大名婚礼調度、国
宝「初音の調度」を全点一挙に公開します。
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大名・尾張徳川家に伝来した名刀のなかには、複数
の天下人の手を渡り、戦乱をくぐり抜けてきたとい
うような輝かしいエピソードを持つ刀剣や、戦功や
慶事の祝儀に贈られたという縁起の良いエピソード
を持つ刀剣が数多くあります。刀剣それぞれの価値・
重要性は、こうしたエピソードによって高められて
いたといっても良いでしょう。
本展覧会では徳川美術館の所蔵刀のうち国宝・重要
文化財、また古くから名高い名物刀剣を軸として、
歴史に名を馳せた武将や大名ら所縁の名刀を展示し、
歴史的背景の面白さと、刀剣そのものの美しさの両
側面から、刀剣の奥深い魅力を紹介します。

3 代将軍徳川家光の長女千代姫は、将軍
家の跡継ぎ確保のため、わずか 2 歳 6 か
月で尾張徳川家 2 代光友に嫁ぎました。2
代にわたる将軍の姉として将軍家との橋
渡し役となり、尾張徳川家の繁栄の基礎
を築いた千代姫の生涯を振り返ります。

令和 7 年 (2025)11 月、徳川美術館と
蓬左文庫は開館 90 年を迎えます。昭
和 10 年 (1935)、徳川美術館は名古屋
で開館し、蓬左文庫は東京目白の尾
張徳川家邸内に開館ののち、同 25 年
に名古屋市に移管されました。とも
に御三家筆頭であった尾張徳川家の
収蔵品を守り伝える施設として、活
動を続けています。
　本展では、重要文化財を含む名品
と、昭和から令和に至る 90 年の歩み
を物語る関連資料を通して、徳川美
術館と蓬左文庫の全貌を紹介します。

尾張徳川家をささえ
た約 2 万 5 千人にも
及ぶとされる家臣た
ちにスポットを当て、
付家老や年寄をはじ
めとする重臣クラス
の人びとはもちろん、
中・下級家臣たちに
まつわる歴史資料も
もとにその実像に迫
ります。

2026

日本各地には、その
土地や土地に住まう
人々を守る神々が鎮
座しています。神の
鎮座地や祀る人々、
そしてさまざまな祭
りに注目し、日本人
と神との関係をひも
ときます。

金沢文庫は北条実時が創設した最古の
武家文庫で、古典籍の宝庫として知ら
れています。日本が世界に誇る古典籍
“金沢文庫本” を有する両館が連携し、
蔵書を守り伝えてきたあゆみを紹介し
ます。

さ す ら

江戸時代の姫君が所持していた有職雛
や、婚礼調度のミニチュアである精緻
な雛道具は、大名家の格式を示す気品
あふれる作品です。明治時代から昭和
時代にかけての尾張徳川家 3 世代の夫
人たちの雛人形が飾られた豪華な雛段
飾りをはじめ、春を迎える慶びと華や
ぎに満ちた品々をご堪能ください。

国宝 北条実時像（部分）
称名寺蔵（神奈川県立神奈川文庫保管）

有職雛（束帯姿）国宝 初音蒔絵三棚飾り

重要文化財　純金香盆飾り

※年間を通じて、展覧会名・内容・作品・展示替え期間・入館方法などは変更する場合がございます。
ホームページなどで必ずご確認のうえご来館ください。

■ アクセス　名古屋市東区徳川町 1017
鉄道・地下鉄各線「大曽根駅」下車
バス「徳川園新出来」下車

■ 駐  車  場　無料駐車場 16 台あり
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国宝「源氏物語絵巻」は、日本を代表する最も
有名な絵巻の一つです。『源氏物語』の絵画作
例として現存最古を誇り、静謐 ( せいひつ ) な
画趣の中に物語の世界観や登場人物の心理を見
事に表現しています。美麗な装飾料紙に流麗な
筆跡でしたためた詞書など、原作に近い時代の
みやびやかな雰囲気を伝え、今も見る者を魅了
します。

重要文化財　刀 銘　本作長義･･･（以下略）

重要文化財　刀 銘　九州日向住国広作 天正十八年庚刁弐月吉日平顕長（号 山姥切）
公益財団法人 足利市民文化財団蔵

時をかける名刀 展覧会内企画
本作長義 × 山姥切国広同時公開
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6.14（土）＿7.27（日）

はくちゅうさんぜん
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11.15（土）＿12.7（日）
徳川美術館開館 90 周年記念
特別展
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重要文化財
紫地葵紋付葵の葉文辻ケ花染羽織（部分）

国宝 源氏物語絵巻　柏木（二）


